
　

景
気
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
内
閣

府
が
公
表
す
る
「
景
気
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
調
査
」（
６
月
）
の
最
新
の
結

果
は
、
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
が
前
月
か
ら

や
や
悪
化
し
、「
こ
の
と
こ
ろ
回
復
に

弱
さ
が
み
ら
れ
る
。
先
行
き
に
つ
い

て
は
、
海
外
情
勢
等
に
対
す
る
懸
念

が
み
ら
れ
る
」
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

「
Ｔ
Ｄ
Ｂ
景
気
動
向
調
査
（
全
国
）」

結
果
で
は
、
６
月
の
景
気
Ｄ
Ｉ
は
前

月
比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
の
45
・
１

と
な
り
、
７
ヵ
月
連
続
で
悪
化
し
た
、

と
し
て
お
り
、
景
気
の
動
向
が
海
外

要
因
も
あ
っ
て
、
こ
こ
へ
き
て
微
妙

な
段
階
に
あ
り
ま
す
。

　

賃
貸
住
宅
経
営
は
商
品
を
売
買
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
と
根
本
的
に
違
う
の
で
、

景
気
の
波
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
影
響
さ

れ
な
い
の
が
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
全
体
的
な
景
気
の
動
き
を
理
解

す
る
の
に
、
政
府
や
調
査
会
社
か
ら

発
表
さ
れ
る
各
種
の
デ
ー
タ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
賃
貸
市
場
の
現
況
と
と
も

に
、
今
後
の
動
向
の
参
考
と
な
る
賃

貸
住
宅
の
新
設
着
工
も
５
月
分
の
統

計
で
は
、
前
年
同
月
比
約
16
％
減
で
、

９
ヵ
月
連
続
の
減
少

と
な
り
、
今
年
１
〜

５
月
の
賃
貸
住
宅
の

新
設
着
工
の
合
計
は
、

前
年
比
約
11
％
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ 

ョ
ン
の
新
築
供
給
の

動
き
は
完
全
に
変
化

し
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
住
宅
投

資
に
つ
い
て
も
、
日

本
銀
行
が
７
月
開
催

の
支
店
長
会
議
に
向

け
て
収
集
し
た
情
報

を
も
と
に
集
約
す
る
、

地
域
経
済
報
告
「
さ

く
ら
レ
ポ
ー
ト
」

（
2
0
1
9
年
７
月
）

に
よ
る
と
、
住
宅
投
資
に
つ
い
て
は
、

｢

弱
め
の
動
き
と
な
っ
て
い
る｣

（
北

海
道)

、「
横
ば
い
圏
内
で
推
移
し
て

い
る
」(

関
東
甲
信
越)

、「
持
ち
直

し
傾
向
に
あ
る
」（
東
海
、
近
畿
、
中

国
）
と
、
多
様
な
動
き
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
賃
貸
住
宅
関
連
の
投
資
に

つ
い
て
主
だ
っ
た
事
例
を
見
る
と
、

「
賃
貸
住
宅
の
需
要
は
引
き
続
き
強

い
。
地
域
に
よ
っ
て
は
賃
貸
住
宅
の

用
地
が
限
ら
れ
て
き
た
が
、
好
立
地

で
は
、
老
朽
化
物
件
の
建
て
替
え
を

中
心
に
、
今
後
も
着
工
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
」（
名
古
屋
）、「
相
続
税
の

節
税
対
応
や
資
産
運
用
手
段
と
し
て

の
需
要
が
一
巡
し
た
こ
と
か
ら
、
貸

家
の
着
工
は
弱
め
の
動
き
を
続
け
て

い
る
」（
大
阪
、
京
都
）、「
貸
家
は
、

消
費
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
で
一

時
的
に
増
加
し
た
。
も
っ
と
も
、
既

往
の
供
給
過
多
や
金
融
機
関
の
融
資

ス
タ
ン
ス
の
慎
重
化
を
背
景
に
全
体

と
し
て
需
要
は
低
調
で
あ
る
」（
岡
山
、

広
島
）
な
ど
、
や
は
り
各
地
域
特
有

の
傾
向
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
見
て
き
ま
す
と
、
賃
貸

市
場
そ
の
も
の
が
直
面
す
る
大
き
な

問
題
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
す
が
、

日
々
の
業
務
の
色
々
な
課
題
は
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

全
国
の
賃
貸
住
宅
関
連
の
投
資
傾
向
は
各
地
域
特
有
の
多
様
な
動
向
見
せ
る

　
今
年
の
賃
貸
ビ
ジ
ネ
ス
も
後
半
戦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
お
盆
が
明

け
れ
ば
11
月
中
頃
ま
で
賃
貸
住
宅
市
場
は
秋
の
繁
忙
期
で
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く

な
り
ま
す
。
景
気
の
動
向
を
ま
じ
え
、
市
場
の
現
況
と
賃
貸
経
営
を
取
り
巻
く

最
新
の
事
情
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
築
供
給
の
動
き
は
完
全
に
変
化

消費税率10％増税を控え、賃貸需要の先行き見通しがやや混沌としてき
ました。市場では賃貸市況に対する見立てにも、強弱が表れています

　
大
き
な
問
題
は
見
当
た
ら
な
い
半
面

　
業
務
の
課
題
は
残
さ
れ
て
い
ま
す 賃貸住宅の新設も９ヵ月連続の減少と

なっています



　
「
白
書
」
と
い
え
ば
、
と
か
く
国
が

発
行
す
る
美
辞
麗
句
の
政
策
Ｐ
Ｒ
と

い
っ
た
捉
え
方
を
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

が
こ
れ
か
ら
進
め
よ
う
と
す
る
政
策

や
指
針
が
、分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
分
野
ご
と
に
現
状
と
直

面
す
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
、今
後
進

む
べ
き
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
白
書
で
は
、「
新
し
い
時
代

に
応
え
る
国
土
交
通
政
策
」
を
テ
ー

マ
に
、
平
成
時
代
の
技
術
の
進
歩
や

日
本
人
の
感
性
（
美
意
識
）
の
変
化

な
ど
を
振
り
返
り
、
新
し
い
令
和
時

代
の｢

豊
か
な
生
活
空
間｣

に
向
け

た
政
策
に
つ
い
て
展
望
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
賃
貸
住
宅
に
関
連
し
た

事
案
と
し
て
、
高
齢
者
が
自
立
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
生
活
の
実

現
を
図
る
た
め
に
、
終
身
建
物
賃
貸

借
制
度
の
一
層
の
活
用
の
た
め
、
省

令
改
正
を
行
い
、
終
身
建
物
賃
貸
借

の
認
可
の
要
件
等
を
緩
和
し
た
、
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
場
に
お
い
て
住
宅
を
自

力
で
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢

者
、
障
害
者
、
ひ
と
り
親
、
生
活
保

護
受
給
者
、
外
国
人
等
の
住
宅
確
保

要
配
慮
者
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
宅
を
確
保
で
き
る
環
境
の
実
現
を

図
る
た
め
に
、
民
間
賃
貸
住
宅
や
空

き
家
を
活
用
し
た
新
た
な
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
充
実
に
力
を

注
ぐ
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
入
居

を
拒
ま
な
い
賃
貸
住
宅
（
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
）
の
改
修
や
入
居

者
負
担
の
軽
減
等
へ
の
支
援
を
行
う
、

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
し
て
、
高
齢
者
同

様
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
救
済
の
政

策
を
全
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
の
が

分
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
不
動
産
業
全
体
の
動
向

を
次
の
通
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

不
動
産
業
は
全
産
業
の
売
上
高
の

２
・
８
％
で
、
法
人
数
の
11
・
５
％

(

平
成
29
年
度)

を
占
め
る
重
要
な

産
業
の
一
つ
。
平
成
31
年
地
価
公
示

の
全
国
平
均
は
、
住
宅
地
が
２
年
連

続
、
商
業
地
が
４
年
連
続
、
工
業
地

が
３
年
連
続
の
上
昇
を
見
せ
、
三
大

都
市
圏
で
は
、
住
宅
地
、
商
業
地
、
工

業
地
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
各
圏

域
で
上
昇
。
地
方
圏
で
は
住
宅
地
は

27
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転
じ
、
商
業
地
、

工
業
地
は
２
年
連
続
の
上
昇
。

　

宅
地
建
物
取
引
に
係
る
消
費
者
利

益
の
保
護
と
流
通
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
、「
宅
地
建
物
取
引
業
法
」
の
的

確
な
運
用
に
努
め
て
い
る
、
と
し
て

い
ま
す
。

　

賃
貸
経
営
の
「
家
賃
滞
納
」
は
借

主
の
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
事
情
も
あ
っ

て
、
ど
う
し
て
も
あ
る
一
定
の
割
合

で
起
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
月
初
に

発
生
し
た
滞
納
も
１
ヵ
月
か
２
ヵ
月

目
で
落
ち
着
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

つ
い
う
っ
か
り
銀
行
の
引
落
し
の
残

高
が
不
足
し
て
い
た
と
か
、
手
違
い

で
入
金
が
遅
れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

は
１
〜
２
ヵ
月
で

解
決
し
ま
す
。
問

題
は
２
ヵ
月
以
上

の
滞
納
で
す
。

　

で
は
、
家
賃
滞

納
が
起
き
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

で
す
が
、
集
金
を
含
め
た
総
合
管
理

と
し
て
委
託
し
て
い
る
場
合
や
、
家

賃
保
証
会
社
を
利
用
し
て
い
る
ケ
ー

ス
で
は
差
し
迫
っ
た
オ
ー
ナ
ー
様
の

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
賃
滞
納
で

問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

直
接
入
居
者
と
や
り
と
り
し
て
い
る

自
主
管
理
で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

家
賃
滞
納
が
発
生
し
た
ら
、
直
接

入
居
者
か
ら
家
賃
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
場
合
、
入
金
が
滞
っ
た
時
点

で
直
ち
に
連
絡
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。

電
話
を
か
け
る
、
メ
ー
ル
を
入
れ
る
、

直
接
会
う
、
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
一
番
い
い
の
は
入
居
者
当

人
と
直
接
話
す
こ
と
で
す
。
と
に
か

く
こ
の
最
初
の
連
絡
が
極
め
て
大
事

で
、
こ
こ
で
グ
ズ
グ
ズ
す
る
と
、
後

に
尾
を
引
く
結
果
と
な
り
ま
す
。

　

１
回
の
家
賃
滞
納

で
い
き
な
り
契
約
解

除
は
で
き
ま
せ
ん
。

催
告
な
し
に
解
除
で

き
る
判
例
も
あ
る
一

方
、
解
除
権
が
発
生

し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

っ
て
、
事
例
ご
と
に

判
断
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
と
に
か
く

滞
納
が
長
期
化
し
た
り
、
借
主
が
行

方
不
明
と
な
っ
た
場
合
、
債
務
不
履

行
を
理
由
に
契
約
解
除
の
内
容
証
明

を
送
り
、
物
件
明
け
渡
し
と
同
時
に

滞
納
家
賃
支
払
い
請
求
の
訴
訟
を
起

こ
し
、
判
決
が
確
定
し
た
ら
、
強
制

執
行
と
な
り
、
家
財
等
が
あ
れ
ば
競

売
し
て
、
滞
納
分

に
充
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で

は
借
主
に
家
賃
滞

納
が
あ
っ
た
時
に

貸
主
に
立
て
替
え

る
家
賃
保
証
、
家

賃
債
務
保
証
や
連

帯
保
証
人
の
役
割

を
果
た
す
機
関
保

証
を
活
用
す
る
ケ

ー
ス
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。

保
証
料
が
か
か
っ
て
き
ま
す
が
、
こ

う
し
た
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

家
賃
滞
納
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　１物４価とも５価ともいわれる土
地の価格ですが、遺産相続や土地価
格相場に大きく影響する路線価の令
和元年分が公表されました。ここ数
年来、都市部を中心に土地価格は上
昇気味ですが、路線価も同様に、上
昇基調を見せ、全国約 32 万地点の標
準宅地は前年比で1.3％のプラス。前
年比４年連続で上昇しました。東京、
大阪、愛知など 19 都道府県で上昇し、
東京、千葉、埼玉、神奈川は６年、愛
知は７年連続で上昇しています。
　令和元年分の路線価は、平成 31 年
１月１日から令和元年 12 月 31 日ま

での間に相続、
遺贈、贈与に
より取得した
財産に係る相
続税及び贈与

税の財産を評価する場合に適用され
ます。
　人口減少や新築数の落ち込みが顕
在化し、かつて見られた土地神話が
影を潜めている今日、土地価格が上
昇している現象はやはり注目される
ところです。本紙でもよく取り上げ
ている通り、外国人観光客増加によ
る店舗・ホテル需要の高まりなどか
ら土地需要が拡大していることなど
が影響しているのは見逃せないとこ
ろです。

　路線価は、相続税や贈与税の財産
を評価する場合に適用するもので、
市街地の路線（道路）に面する土地
の１平方メートル当たりの単価（標
準評価額）で、公示価格の 80％程度

となっています。一般的に路線価と
公示価格は、市場で取引きされる実
勢価格の目安になります｡
　賃貸経営と土地の関係としては、
地価が上昇すれば、すでに賃貸経営
を始めている場合、含み資産が増え
るともいえますが、その分、税の負
担も増えることになります。また、土
地を所有しているケースでは、やは
り地価が上昇した分、含み資産が増
える一方で、税金にも影響するとい
うことです。

　

10
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
備

え
、「
次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
に
平
成
31
年
度
予
算
が

１
３
０
０
億
円
投
じ
ら
れ
ま
す
。賃

貸
住
宅
は
新
築
は
非
対
象
で
す
が
、

リ
フ
ォ
ー
ム
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

窓
・
ド
ア
の
断
熱
改
修
、
外
壁
、

屋
根
・
天
井
、
床
の
断
熱
改
修
、
耐

震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な

ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
場
合
に
、

最
大
30
万
ポ
イ
ン
ト
（
30
万
円
相

当
）
が
も
ら
え
ま
す
。
２
０
１
９

年
４
月
〜
２
０
２
０
年
３
月
31
日

ま
で
に
請
負
契
約
・
着
工
し
、

２
０
１
９
年
10
月
１
日
以
降
に
引

渡
し
を
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先
は

「
次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
事
務
局｣

（
0
5
7
0-

0
0
1 

-

3
3
9
）。

　

と
こ
ろ
で
、帝

国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
が
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
２
０
１
９
年
の｢

全
国

女
性
社
長
分
析｣

結
果
に
よ
る
と
、

７
つ
の
業
種
別
で
「
不
動
産
業
」

が
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
女

性
が
代
表
を
務
め
る
企
業
に
つ
い

て
分
析
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
う

し
た
結
果
は
不
動
産
業
の
側
面
を

垣
間
見
る
思
い
で
す
。

　

希
望
要
件
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
、

条
件
に
見
合
っ
た
物
件
を
紹
介
す

る
不
動
産
の
仕
事
に
、
女
性
の
細

や
か
な
気
配
り
が
適
し
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

令和元年分の｢路線価｣の傾向

新
し
い
時
代
に
応
え
る
令
和
元
年
版｢

国
土
交
通
白
書｣

高
齢
者
、住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
救
済
全
面
に

白
書
で
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
Ａ
Ｉ
等
の
新
技
術

の
活
用
に
取
り
組
む
姿
勢
を
強
調
し
て
い
ま
す

　

国
土
交
通
省
が
新
し
い
時
代
と
国
土
交
通
政
策
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
、

令
和
元
年
版
の
「
国
土
交
通
白
書
」
か
ら
、
不
動
産
関
連
及
び
賃
貸
住
宅
経
営

に
関
係
す
る
項
目
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問
題
は
２
ヵ
月
以
上
の
滞
納

｢

家
賃
滞
納｣

に
は
家
賃
保
証
や
機
関
保
証
を
活
用

初
期
の
う
ち
に
手
を
打
つ
こ
と
が
極
め
て
大
事

全国の標準宅地で前年比1.3％増の４年連続上昇
外国人観光客の増加によって土地需要が拡大

　相続税や贈与税の財産評価に適用

賃貸住宅のリフォームが対象
｢次世代住宅ポイント制度｣

　

｢

宅
地
建
物
取
引
業
法｣

の 

　

的
確
な
運
用
に
努
め
る

( ※ ) 本紙に掲載しています写真はイメージです。記事と直接関係はありません。

住宅確保要配慮者の入居を拒まな
い賃貸住宅の「住宅セーフティ
ネット制度」に国も積極姿勢です


